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p65	 １風熱侵入

	 【治療原則】疾風情熱の解毒法と散邪痛法を同時に用いる。

	 	 → 去風清熱の解毒法と散邪痛法を同時に用いる。

p83	 １瘀血阻絡

	 １行目　各臓腑を栄養する重要な物色であるが，

	 　　→　各臓腑を栄養する重要な物質であるが，

p89	 ４痰湿内蘊

	 【治療原則】参考：高脂血症・胃腸虚弱・喘息・慢性気管支炎など脂肪が多いと

	 	 → 参考：高脂血症・胃腸虚弱・喘息・慢性気管支炎など痰湿が多いと

p133	

p134	 １飲食の失調

	 ４行目　痔を悪化させる要因の一となる。

	 　　→　痔を悪化させる要因の一つである。

p189	 ３行目　新鮮な血の成生にも悪影響を与える。

	 　　→　新鮮な血の生成にも悪影響を与える。

p228	 25 行目　◇舌色紅・苔少―体内の陰虚を意味する少苔，および陰虚火旺を意味する紅苔が見

		  　 られる。

	 　　→　 ◇舌色紅・苔少―体内の陰虚を意味する少苔，および陰虚火旺を意味する紅舌が見

		  　 られる。

p250	 ●代表中薬　５行目　疼痛に対して効果が期得され，副作用の心配も少ない

	 	 　　　　→　疼痛に対して効果が期待され，副作用の心配も少ない

p265	 １先天因子

	 　　　胎弱―先天的に見られる虚証の状態。「胎瘦」「胎怯」ともいう。いわゆる五軟（頭

　　　　　　　　　　軟・頂軟・口軟・手足軟・肌肉軟），～

	 　→　胎弱―先天的に見られる虚証の状態。「胎瘦」「胎怯」ともいう。いわゆる五軟（頭

　　　　　　　　　　軟・項軟・口軟・手足軟・肌肉軟），～
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分  類 症            状 治療原則 方      剤

心虚労

動悸，怔忡，胸悶，心痛，顔色が白い

舌色淡あるいは暗，脈結代あるいは細弱

補気

養血

安神

活血

炙甘草湯

十全大補湯

生脈散

帰脾湯

肺虚労

息切れ，かぜをひきやすい，自汗，咳嗽

喘息，痰，顔色が白い，声が弱い，咽乾

カラ咳，皮膚の乾燥，便乾

舌体胖大，舌苔薄白，右寸脈無力あるいは浮虚

益気

補肺

固表

滋陰

潤肺

止咳

玉屛風散

補中益気湯

麦門冬湯

人参養栄湯

＊百合固金湯

脾虚労

疲労，倦怠，四肢無力，食欲不振

食後に腹脹あるいは不快感

下痢あるいは軟便

舌色淡あるいは歯痕，舌苔白，脈軟弱

益気

健脾

和胃

滲湿

補中益気湯

六君子湯

香砂六君子湯

参苓白朮参

肝虚労

眩暈，目が乾燥する，目が疲れる，憂鬱

イライラ，不眠，月経不順，月経量が少ない

あるいは無月経

舌色淡，脈弦細

補血

養肝

四物湯

十全大補湯

婦宝当帰膠

帰脾湯

腎虚労

腰痛，眩暈，耳鳴，健忘，浮腫，頻尿あるいは

小便不利，冷え，不妊症，動悸，息切れ，下痢

ほてり，舌色胖嫩，舌苔白，あるいは舌色紅

舌苔少，脈沈弱，尺脈無力

益精

補腎

六味地黄丸

八味地黄丸

海馬補腎丸

＊日本にない方剤　　
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分  類 症            状 治療原則 方      剤
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【誤】

【正】


